
あなたと市議会205号の内容に関するお問い合わせ　　　028-632-2611　議会事務局政策調査課

▼

ご意見はこちらから

　

　 今後の紙面づくりの参考にするため、

ご意見やご感想を募集しております。

　右記の二次元コードからお気軽に

お寄せください！

皆様からのご意見、感想をお寄せください

「あなたと市議会」が優秀賞を受賞!～中核市議会議長会議会報コンクール～
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◎｢あなたと市議会｣205 号の印刷費 1,716,990 円（消費税含む）　◎次回の発行は、10 月下旬の予定です。
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※上記日程は変更になる可能性があります。

9 月定例会の日程（予定）

8月27日（木）

9月2日（水）、3日（木）
7日（月）、8日（火）

午前10時

〃

本会議開会

一般質問

１４日（月）～１８日（金） 〃
決算審査特別委員会・

企業会計決算審査
特別委員会

10日（木）、11日（金） 〃各常任委員会

10月1日（木） 〃本会議閉会

内　容 時　刻月　日

４月に埼玉県川越市で開催された、 中核市議会議長会 第２１回議会報コンクールで、 「あなたと市議会２００号

（７年４月３０日発行）」 が優秀賞を受賞しました。

審査員からは、 「創刊５０年、 ２００号を記念して、 表紙に４５人の顔写真を使って紹介している点がユニーク」 な

どの評価をいただきました。

今後も、 市民のみなさまに親しまれる、 分かりやすく読みやすい議会広報紙の作成に取り組んでまいります！
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スマートフォンやタブレットでも広報紙を見ることができます！

トチギ
イーブックス

あ な た と 市 議 会 　 主 な 目 次

優秀賞を受賞した２００号は、

こちらからご覧いただけます！

▲議長が表彰状を受け取る様子

▲議会体験の様子 （西小学校）

▲横川中央小学校のみなさん

▲授与された賞状と記念品

定例会の概要 ❷

ここがききたい！一般質問 ❹

議会のニュース ⓫

常任委員会などの主な審査 ❾

令和8年7月31日
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HP/ 宇都宮市議会

WEBでも情報発信中！

発行/宇都宮市議会
〒320-8540
栃木県宇都宮市旭1丁目1番5号

編集/宇都宮市議会　広報広聴委員会
電話：028-632-2611



本市議会には９会派あります。
本紙内では、会派名を（）内の略称で表記してい

ます。

◯ ◯ ◯ ◯ ● ◯ ◯ ● ◯
【議案第60号】専決処分した事件の承認（宇都宮市税条例及び宇都宮市都市計画税
条例の一部改正）

【議案第87号】児童福祉施設の設備及び運営に関する基準等の一部改正に伴う関係
条例の整備に関する条例の制定

【陳情第62号】特別児童扶養手当及び障がい児福祉手当が所得制限されている家庭
への救済措置を求める陳情

【陳情第63号】mRNAワクチン（レプリコンワクチンを含む）接種事業中止の意見書提出
を求める陳情書

【陳情第65号】「司法修習生採用選考審査基準」に国籍条項を設けることを求める意見
書提出に関する陳情

【陳情第67号】宇都宮市議会議長による他自治体議員への照会行為の撤回と検証を
求める陳情

【陳情第68号】ライトライン（LRT）事業に関する包括外部監査報告書を踏まえた検証
及び結果の公表を求める陳情

【議員案第6号】特別児童扶養手当に係る所得制限の撤廃を含めた制度見直しを求める
意見書

【議案第61号】専決処分した事件の承認（宇都宮市国民健康保険税条例の一部改正）

【陳情第64号】医療・介護提供体制の維持に向けた意見書提出を求める陳情書

【議員案第3号】保坂栄次議員に対する議員辞職勧告決議

【議員案第4号】人権擁護委員候補者の推薦の諮問に対する答申

【議案第83号】8年度一般会計補正予算（第1号）

【議案第86号】宇都宮市税条例の一部改正

会派名

共産党

緑

参政党

未来

◇陳情第62号、63号、65号⇒

◇陳情第68号⇒

◇議案第83号、87号⇒　　　　　　　◇陳情第62号、64号、68号⇒

◇陳情第60号、66号⇒ ◇陳情第67号⇒

反 対

不採択に賛成

不採択に反対

不採択に反対

議案・陳情・議員案ごとの賛否
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　果
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案
議
出
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長
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● ◯ ● ● ◯ ● ◯ ◯ ◯不採択

◯ ◯ ◯ ◯ ● ◯ ◯ ● ◯可　決

◯ ◯ ◯ ◯ ● ◯ ● ● ◯可　決

◯ ◯ ◯ ◯ ● ◯ ● ◯ ◯可　決

◯ ◯ ◯ ◯ ● ◯ ◯ ● ●承　認

● ● ● ● ● ● ● ● ◯不採択

● ◯ ● ● ◯ ● ◯ ◯ ●不採択

● ◯ ● ● ◯ ◯ ◯ ◯ ◯否　決

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ◯可　決

案
議
出
提
長
市

情
陳

案
員
議

会派の賛否が分かれた案件

結果

本社機能の東京一極集中に伴う税配分の見直しを求める意見書

● ● ● ● ◯ ● ◯ ◯ ●不採択

◯ ※ ◯ ◯ ● ◯ 除 ● ◯可　決

● ● ● ● ● ● ◯ ◯ ●不採択

不採択に反対

不採択に反対

維新 ◇議員案第6号⇒ 賛 成

　  

案
員
議

討論を行った会派

全会一致で決定した案件

宇都宮市監査委員の選任（金沢　力氏、黒子　英明氏）
宇都宮市農業委員会委員の任命（伊澤　恵子氏、伊藤　教子氏、宇梶　幸男氏、小島　孝
夫氏、相良　律子氏、櫻井　則子氏、佐藤　有俊氏、髙橋　成典氏、手塚　敏子氏、手塚　
誠氏、�　洋子氏、永岡　浅則氏、橋本　和浩氏、福田　修一氏、福冨　金蔵氏、増渕　哲
博氏、水沼　正裕氏、矢口　正威氏、吉澤　聖人氏）
地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定
条例の一部改正（宇都宮市職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例、宇都宮市地
区計画区域内における建築物の制限に関する条例）
宇都宮市集落農事集会所条例の廃止
包括外部監査契約の締結
損害賠償の額の決定及び和解
工事請負契約の締結（クリーンパーク茂原発電用廃熱ボイラー1次過熱器その他整備
工事、クリーンパーク茂原リサイクルプラザ火災対策設備整備工事、クリーンパーク茂原
中央監視制御装置整備工事）
議決議案の変更（令和6年10月1日議決議案第95号、令和5年6月30日議決議案第94号）
財産の取得（LRT車両用ブレーキディスク等）
市道路線の認定
製造委託契約の締結（通信指令システム更新整備業務）

【陳情第 60 号】行政処分不存在および市長未報告に関する陳情
「宇都宮市土砂等の埋立て等による土壌の汚染及び災害の発生の防止に関する条例」
による市街化調整区域農地への土砂埋立て許可業務の改善に関する陳情
【陳情第 66 号】 行政事務一般における重大過失の範囲明確化及び職員への求償基準
を定める条例制定に関する陳情

可　決

可　決

不採択

陳

情

市議会ホームページで、生放送と議会中
継の録画配信が見られます！

詳しい討論の内容は、下記の二次元コー
ドからご覧ください。

　

◀議員ごとの
 賛否はこちら

　

▲詳しくはこちらから

※「会派」とは、自分たちの意見を効果的に市政に

   反映させるために、所属政党に限らず、理念を同

   じくする議員によって作られた団体のことをいい

   ます。

本会議の採決結果

・自由民主党議員会（自民党）18人

・市民連合（市民連合）8人　　　

・公明党議員会（公明党）6人

・清風クラブ（清風）3人　

・日本共産党宇都宮市議員団（共産党）3人

・うつのみや維新（維新）3人

・未来への架け橋（未来）1人

・緑の地球（緑）1人

・参政党　政治参加を促す会（参政党）1人

会派の構成

採決結果の表記
・会派の賛否が分かれた案件については議案・陳情・議員案番号を表記
・本会議での態度を賛成・採択は「○」、反対・不採択は「●」、除斥は「除」と表記
・「※」は賛成6人・退席2人

決
採

定例会の日程と概要

・生活保護費や道路新設改良費を追加計上　など

本 会 議
[ 開 会 ]

採
決

提
案

質
疑

審
査

6月11日
菅原一浩議員追悼セレモニー

全国市議会議長会一般表彰伝達

議員案の採決
・保坂栄次議員に対する議員辞職勧告決議を可決

栃木県後期高齢者医療広域連合議会議員選挙

議案の採決
・専決処分した事件の承認、監査委員の選任、農業委員会委員の任命を可決

議案の提案理由説明
・市長が補正予算案などの議案を説明

本 会 議
［一般質問］ ⇒  4～8ページ

12ページ

議員が質問
・２０名の議員が議案についての質疑とあわせて、市政全般について質問し、
  市長などが回答　　

6月17・18・22・23日

常任委員会
(総務、厚生、
子ども教育、
環境経済、建設)

議案・陳情の審査6月25日

・各常任委員会で所管ごとに
　詳しい説明を受け、審査
・委員会としての可否を決定

分野に分けて、
５つの常任委員会を
常時設置しています。

⇒  

⇒  

9・10ページ ⇒   10ページ

⇒    9ページ

審
査

議会運営
委員会

陳情の審査6月16・25日

・議会の運営に関する
　陳情について、審査
・委員会としての可否
　を決定

宇都宮市監査委員の選任（金沢力氏、黒子英明氏）
８年度一般会計補正予算（第１号）

・通信指令システム更新整備業務委託契約を締結（消防局）
製造委託契約の締結

7月3日

・各常任委員会と議会運営委員会の委員長が審査結果を報告
・議案・陳情・議員案について賛成・反対の討論
・議案・陳情・議員案の可否を決定
・議員派遣を決定

本 会 議
[ 閉 会 ]

議員協議会

6月29日
出資法人の決算・予算などの説明
・市が出資している公益財団法人などの団体の決算・予算
 などについて説明を受け、議員が質問

議案・陳情・議員案の採決

注目の議案注目の議案

令和8年 6月定例会を開催令和8年 6月定例会を開催

採決結果はこちら

定例会の概要

2



本市議会には９会派あります。
本紙内では、会派名を（）内の略称で表記してい

ます。

◯ ◯ ◯ ◯ ● ◯ ◯ ● ◯
【議案第60号】専決処分した事件の承認（宇都宮市税条例及び宇都宮市都市計画税
条例の一部改正）

【議案第87号】児童福祉施設の設備及び運営に関する基準等の一部改正に伴う関係
条例の整備に関する条例の制定

【陳情第62号】特別児童扶養手当及び障がい児福祉手当が所得制限されている家庭
への救済措置を求める陳情

【陳情第63号】mRNAワクチン（レプリコンワクチンを含む）接種事業中止の意見書提出
を求める陳情書

【陳情第65号】「司法修習生採用選考審査基準」に国籍条項を設けることを求める意見
書提出に関する陳情

【陳情第67号】宇都宮市議会議長による他自治体議員への照会行為の撤回と検証を
求める陳情

【陳情第68号】ライトライン（LRT）事業に関する包括外部監査報告書を踏まえた検証
及び結果の公表を求める陳情

【議員案第6号】特別児童扶養手当に係る所得制限の撤廃を含めた制度見直しを求める
意見書

【議案第61号】専決処分した事件の承認（宇都宮市国民健康保険税条例の一部改正）

【陳情第64号】医療・介護提供体制の維持に向けた意見書提出を求める陳情書

【議員案第3号】保坂栄次議員に対する議員辞職勧告決議

【議員案第4号】人権擁護委員候補者の推薦の諮問に対する答申

【議案第83号】8年度一般会計補正予算（第1号）

【議案第86号】宇都宮市税条例の一部改正

会派名

共産党

緑

参政党

未来

◇陳情第62号、63号、65号⇒

◇陳情第68号⇒

◇議案第83号、87号⇒　　　　　　　◇陳情第62号、64号、68号⇒

◇陳情第60号、66号⇒ ◇陳情第67号⇒

反 対

不採択に賛成

不採択に反対

不採択に反対

議案・陳情・議員案ごとの賛否

結

　果

自
民
党

市
民
連
合

公
明
党

清   

風

共
産
党

維   

新

未   

来

参
政
党

緑

案
議
出
提
長
市

承　認

● ◯ ● ● ◯ ● ◯ ◯ ◯不採択

◯ ◯ ◯ ◯ ● ◯ ◯ ● ◯可　決

◯ ◯ ◯ ◯ ● ◯ ● ● ◯可　決

◯ ◯ ◯ ◯ ● ◯ ● ◯ ◯可　決

◯ ◯ ◯ ◯ ● ◯ ◯ ● ●承　認

● ● ● ● ● ● ● ● ◯不採択

● ◯ ● ● ◯ ● ◯ ◯ ●不採択

● ◯ ● ● ◯ ◯ ◯ ◯ ◯否　決

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ◯可　決

案
議
出
提
長
市

情
陳

案
員
議

会派の賛否が分かれた案件

結果

本社機能の東京一極集中に伴う税配分の見直しを求める意見書

● ● ● ● ◯ ● ◯ ◯ ●不採択

◯ ※ ◯ ◯ ● ◯ 除 ● ◯可　決

● ● ● ● ● ● ◯ ◯ ●不採択

不採択に反対

不採択に反対

維新 ◇議員案第6号⇒ 賛 成

　  

案
員
議

討論を行った会派

全会一致で決定した案件

宇都宮市監査委員の選任（金沢　力氏、黒子　英明氏）
宇都宮市農業委員会委員の任命（伊澤　恵子氏、伊藤　教子氏、宇梶　幸男氏、小島　孝
夫氏、相良　律子氏、櫻井　則子氏、佐藤　有俊氏、髙橋　成典氏、手塚　敏子氏、手塚　
誠氏、�　洋子氏、永岡　浅則氏、橋本　和浩氏、福田　修一氏、福冨　金蔵氏、増渕　哲
博氏、水沼　正裕氏、矢口　正威氏、吉澤　聖人氏）
地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定
条例の一部改正（宇都宮市職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例、宇都宮市地
区計画区域内における建築物の制限に関する条例）
宇都宮市集落農事集会所条例の廃止
包括外部監査契約の締結
損害賠償の額の決定及び和解
工事請負契約の締結（クリーンパーク茂原発電用廃熱ボイラー1次過熱器その他整備
工事、クリーンパーク茂原リサイクルプラザ火災対策設備整備工事、クリーンパーク茂原
中央監視制御装置整備工事）
議決議案の変更（令和6年10月1日議決議案第95号、令和5年6月30日議決議案第94号）
財産の取得（LRT車両用ブレーキディスク等）
市道路線の認定
製造委託契約の締結（通信指令システム更新整備業務）

【陳情第 60 号】行政処分不存在および市長未報告に関する陳情
「宇都宮市土砂等の埋立て等による土壌の汚染及び災害の発生の防止に関する条例」
による市街化調整区域農地への土砂埋立て許可業務の改善に関する陳情
【陳情第 66 号】 行政事務一般における重大過失の範囲明確化及び職員への求償基準
を定める条例制定に関する陳情

可　決

可　決

不採択

陳

情

市議会ホームページで、生放送と議会中
継の録画配信が見られます！

詳しい討論の内容は、下記の二次元コー
ドからご覧ください。

　

◀議員ごとの
 賛否はこちら

　

▲詳しくはこちらから

※「会派」とは、自分たちの意見を効果的に市政に

   反映させるために、所属政党に限らず、理念を同

   じくする議員によって作られた団体のことをいい

   ます。

本会議の採決結果

・自由民主党議員会（自民党）18人

・市民連合（市民連合）8人　　　

・公明党議員会（公明党）6人

・清風クラブ（清風）3人　

・日本共産党宇都宮市議員団（共産党）3人

・うつのみや維新（維新）3人

・未来への架け橋（未来）1人

・緑の地球（緑）1人

・参政党　政治参加を促す会（参政党）1人

会派の構成

採決結果の表記
・会派の賛否が分かれた案件については議案・陳情・議員案番号を表記
・本会議での態度を賛成・採択は「○」、反対・不採択は「●」、除斥は「除」と表記
・「※」は賛成6人・退席2人

決
採

定例会の日程と概要

・生活保護費や道路新設改良費を追加計上　など

本 会 議
[ 開 会 ]

採
決

提
案

質
疑

審
査

6月11日
菅原一浩議員追悼セレモニー

全国市議会議長会一般表彰伝達

議員案の採決
・保坂栄次議員に対する議員辞職勧告決議を可決

栃木県後期高齢者医療広域連合議会議員選挙

議案の採決
・専決処分した事件の承認、監査委員の選任、農業委員会委員の任命を可決

議案の提案理由説明
・市長が補正予算案などの議案を説明

本 会 議
［一般質問］ ⇒  4～8ページ

12ページ

議員が質問
・２０名の議員が議案についての質疑とあわせて、市政全般について質問し、
  市長などが回答　　

6月17・18・22・23日

常任委員会
(総務、厚生、
子ども教育、
環境経済、建設)

議案・陳情の審査6月25日

・各常任委員会で所管ごとに
　詳しい説明を受け、審査
・委員会としての可否を決定

分野に分けて、
５つの常任委員会を
常時設置しています。

⇒  

⇒  

9・10ページ ⇒   10ページ

⇒    9ページ

審
査

議会運営
委員会

陳情の審査6月16・25日

・議会の運営に関する
　陳情について、審査
・委員会としての可否
　を決定

宇都宮市監査委員の選任（金沢力氏、黒子英明氏）
８年度一般会計補正予算（第１号）

・通信指令システム更新整備業務委託契約を締結（消防局）
製造委託契約の締結

7月3日

・各常任委員会と議会運営委員会の委員長が審査結果を報告
・議案・陳情・議員案について賛成・反対の討論
・議案・陳情・議員案の可否を決定
・議員派遣を決定

本 会 議
[ 閉 会 ]

議員協議会

6月29日
出資法人の決算・予算などの説明
・市が出資している公益財団法人などの団体の決算・予算
 などについて説明を受け、議員が質問

議案・陳情・議員案の採決

注目の議案注目の議案

令和8年 6月定例会を開催令和8年 6月定例会を開催

採決結果はこちら

定例会の概要
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ここがききたい！ 一般質問各議員記事の二次元コードから一般質問動画をご覧になれます

塚
田
　
典
功

（
自
民
党
）

質問時間

代表質問
70分

	　

夜
間
休
日
救
急
診
療
所
に
お
け
る
小
児
科
医
確
保

に
つ
い
て
、
県
外
医
師
の
招し

ょ
う
へ
い聘

に
依
存
し
て
い
る
現

状
に
、
ど
の
よ
う
な
課
題
認
識
を
持
っ
て
い
る
の
か
。�

	　

医
師
の
働
き
方
改
革
の
進
展
や
医
局
か
ら
の
医
師

派
遣
体
制
の
変
化
に
対
応
で
き
る
、
医
師
の
確
保

が
今
後
の
課
題
に
な
る
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
と

も
、
県
の
医
師
確
保
策
の
動
向
な
ど
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
市
医
師
会
な
ど
と
緊
密
に
連
携
し
、
小
児
救
急

医
療
体
制
の
確
保
に
努
め
て
い
く
。 
（保
健
福
祉
部
長
）

	　

宇
都
宮
ブ
レ
ッ
ク
ス
の

「
新
ア
リ
ー
ナ
基
本
構

想
・
計
画
」
を
受
け
て
、
今
後
、
新
ア
リ
ー
ナ
整
備

は
ど
の
よ
う
に
進
ん
で
い
く
の
か
。�

	　

ブ
レ
ッ
ク
ス
に
お
い
て
は
、
整
備
事
業
へ
の
参
画

意
向
を
示
し
て
い
る
事
業
者
な
ど
と
協
議
を
進
め
て

い
く
と
聞
い
て
い
る
。
市
も
、
適
切
な
支
援
に
向
け
、

計
画
の
内
容
を
精
査
し
て
い
く
。
（
魅
力
創
造
部
長
）

	　

今
回
の
ク
マ
出
没
に
つ
い
て
、
猟
友
会
な
ど
と
連

携
し
、
対
応
し
た
と
聞
い
て
い
る
が
、
一
連
の
対
応

を
ど
う
受
け
止
め
、
結
果
を
検
証
し
、
今
後
ど
の
よ

う
に
取
り
組
む
の
か
。�

	　

関
係
機
関
と
連
携
体
制
を
事
前
に
構
築
し
て
い
た

こ
と
で
円
滑
な
対
応
に
つ
な
が
っ
た
が
、
一
連
の
捕

獲
活
動
は
困
難
を
極
め
た
。
今
後
は
、
体
制
の
充
実

強
化
の
ほ
か
、
Ａ
Ｉ
や
熱
感
知
機
能
を
有
す
る
カ
メ

ラ
の
導
入
も
速
や
か
に
検
討
す
る
。
さ
ら
に
、
今
回

の
対
応
の
検
証
を
迅
速
に
進
め
、
改
善
点
を
明
ら
か

に
し
、
対
応
策
の
さ
ら
な
る
強
化
を
図
る
。　

（
市
長
）

黒
子
　
英
明

（
自
民
党
）

質問時間

60分

	　

今
後
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
の
方
針
に
つ
い

て
、市
の
見
解
を
伺
う
。�

	　

市
で
は
、
自
治
会
会
員
同
士
の
親
睦
・
交
流
の
強

化
促
進
や
自
治
会
集
会
所
の
建
設
支
援
な
ど
、
ソ
フ

ト
と
ハ
ー
ド
両
面
か
ら
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
は
、

各
地
区
で
効
果
的
な
取
り
組
み
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
、

身
近
な
地
域
行
政
機
関
を
通
じ
た
き
め
細
か
な
伴
走

支
援
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活

性
化
を
一
層
推
進
し
て
い
く
。　
　
　
　
　
　
　
　

（市
長
）

	　

「
義
務
を
果
た
し
て
か
ら
権
利
を
主
張
す
る
」
と

い
う
市
民
意
識
の
醸
成
に
向
け
た
市
の
取
り
組
み
と

方
針
に
つ
い
て
聞
く
。�
	　

市
で
は
、
「
自
治
基
本
条
例
」
に

「
市
民
の
権
利
と

責
務
」
を
定
め
て
お
り
、
市
の
あ
ら
ゆ
る
施
策
・
事

業
は
市
民
一
人
ひ
と
り
の
権
利
と
責
務
を
前
提
に
成

り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
、
市
民
に
よ
り
一
層
理
解
し

て
も
ら
え
る
よ
う
努
め
て
い
く
。    

（行
政
経
営
部
長
）

	　

不
法
盛
土
が
あ
る
土
地
所
有
者
と
土
砂
の
活
用
等

が
可
能
な
建
設
業
者
な
ど
を
市
仲
介
で
マ
ッ
チ
ン
グ

で
き
れ
ば
、不
法
盛
土
解
消
を
促
進
で
き
る
の
で
は
。�　

	　

建
設
残
土
は
、
そ
の
処
分
や
活
用
が
可
能
な
工
事

場
所
な
ど
を
登
録
す
る

「
建
設
発
生
土
情
報
交
換
シ

ス
テ
ム
」
に
よ
り
、
円
滑
な
流
用
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
今
後
は
、
盛
土
の
土
地
所
有
者
な
ど
に
シ
ス
テ

ム
の
活
用
を
含
め
た
是
正
指
導
を
行
う
と
と
も
に
、

効
果
的
な
残
土
の
有
効
活
用
方
策
な
ど
に
つ
い
て
関

係
団
体
と
意
見
交
換
し
て
い
く
。
（
都
市
整
備
部
長
）

駒
場
　
昭
夫

（
市
民
連
合
）

質問時間

代表質問
70分

	　

自
転
車
の
交
通
反
則
通
告
制
度
に
つ
い
て
聞
く
。   

　

 

①
交
通
ル
ー
ル
の
理
解
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
宇
都
宮
ブ
リ
ッ
ツ
ェ
ン
な
ど
と
連
携
し
、

制
度
の
周
知
啓
発
の
充
実
、
理
解
の
推
進
を
図
っ
て

は
。
ま
た
、
外
国
人
市
民
へ
の
啓
発
も
必
要
で
は
。�

 　

②
制
度
を
悪
用
し
た
詐
欺
事
件
が
発
生
し
て
い
る

た
め
、
交
通
安
全
教
室
な
ど
で
注
意
喚
起
し
て
は
。�

	　

①
宇
都
宮
ブ
リ
ッ
ツ
ェ
ン
の
選
手
が
出
演
す
る

「
自
転
車
安
全
利
用
教
育
動
画
」
の
活
用
や
、
世
代

に
応
じ
た
交
通
安
全
教
育
を
行
う
な
ど
、
警
察
等
と

連
携
し
、
周
知
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
は
、

動
画
に
青
切
符
の
解
説
を
加
え
る
な
ど
、
周
知
啓
発

の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。
ま
た
、
外
国
人
市
民
に
は
、

多
言
語
チ
ラ
シ
の
配
布
な
ど
で
理
解
促
進
を
図
っ
て

い
る
が
、
今
後
は
、
日
本
語
学
校
な
ど
と
連
携
し
、

国
制
作
の
生
活
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
動
画
の
活
用

な
ど
で
、
よ
り
一
層
の
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

　
　

 

②
引
き
続
き
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
様
々
な
媒
体
を
活
用

す
る
と
と
も
に
、
交
通
安
全
教
室
な
ど
で
も
、
強
く
注

意
を
呼
び
か
け
て
い
く
。　
　

（市
民
ま
ち
づ
く
り
部
長
）

	　

ア
ー
ク
タ
ウ
ン
宇
都
宮
の
鉄
塔
を
、
時
期
や
季
節

に
合
わ
せ
、ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
て
は
ど
う
か
。�

	　

本
市
を
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
す
る
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ

チ
ー
ム
を
応
援
す
る
イ
メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
や
四
季
を
感

じ
る
カ
ラ
ー
、
各
種
リ
ボ
ン
運
動
に
ち
な
ん
だ
カ
ラ
ー

な
ど
、
よ
り
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
の
あ
る
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を

検
討
し
て
い
る
。 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
市
長
）

※ 1　親なきあとサポートプロジェクト ： 障がい者の住まいの選択肢の拡充や身上監護 ・財産管理などの支援の引き継ぎをサポートするプロジェクト
※ 2　北西部３施設 ： 北西部地域体育施設、 ろまんちっく村、 森林公園
※ 3　ジェンダー主流化 ： あらゆる分野でのジェンダー平等を達成するため、 全ての政策、 施策及び事業について、 ジェンダー平等の視点を取り込むこと
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ここがききたい！ 一般質問 一般質問の内容に関するお問い合わせ先　議会事務局政策調査課 ☎028-632-2611

小
倉
　
久
美

（
公
明
党
）

質問時間

代表質問
50分

	　

今
後
の
宇
宙
産
業
振
興
を
見
据
え
、
大
学
や
企
業

な
ど
と
連
携
し
た
理
系
人
材
育
成
や
、
市
民
が
科
学

や
宇
宙
に
触
れ
る
機
会
創
出
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。�

	　

市
内
大
学
や
企
業
な
ど
と
連
携
し
、
講
座
や
講
演

会
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
市
が
誘
致
し
た

国
内
最
大
の
宇
宙
分
野
の
学
会

「
宇
宙
科
学
技
術
連

合
講
演
会
」
が
、
11
月
に
市
で
開
催
予
定
で
あ
る
。

引
き
続
き
、
市
民
が
宇
宙
に
触
れ
合
う
機
会
の
提
供

の
充
実
と
、人
材
育
成
の
充
実
に
努
め
る
。　
　

（市
長
）

	　

八
幡
山
公
園
開
園
１００
周
年
を
記
念
し
て
、
宇
都
宮

タ
ワ
ー
で
パ
ネ
ル
展
示
を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。�

	　

９
年
４
月
に
迎
え
る
開
園
１００
周
年
を
契
機
に
、
歴

史
や
記
憶
を
未
来
に
つ
な
ぐ
取
り
組
み
を
検
討
し
て

お
り
、
１０
月
か
ら
、
宇
都
宮
城
址
公
園
の
清
明
館
で

企
画
展
の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。
八
幡
山
公
園
に

お
い
て
も
、
記
念
展
示
の
９
年
度
の
実
施
に
向
け
た

具
体
的
な
検
討
を
進
め
て
い
く
。　
　
　
　

（建
設
部
長
）

柴
田
　
賢
司

（
自
民
党
）

質問時間

40分

	　

障
が
い
者
の
親
な
き
後
の
支
援
に
つ
い
て
、
行
政
だ

け
で
対
応
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
考
え
る
が
、
さ
ら
な

る
充
実
に
向
け
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。�

	　

公
益
財
団
法
人
日
本
財
団
に
お
い
て

「
親

※
１

な
き
あ

と
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
全
国
展
開
を
目
指
し

て
お
り
、
現
在
、
連
携
に
つ
い
て
協
議
を
進
め
て
い
る
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通
し
、
親
な
き
後
の
支
援
を

　
　

よ
り
一
層
充
実
し
て
い
く
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（市
長
）

	　
　
　

北
※
２

西
部
３
施
設
の
整
備
が
進
む
中
、
各
施
設
の
機

能
の
補
完
を
意
識
し
、
北
西
部
地
域
全
体
の
地
域
価

値
の
向
上
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。�

	　

施
設
の
整
備
や
機
能
向
上
に
当
た
っ
て
は
、
指
定
管

理
者
や
事
業
者
な
ど
と
と
も
に
、
食
や
滞
在
、
自
然
、

サ
イ
ク
ル
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
地
域
資
源
を
最
大
限
に
活

用
し
た
施
設
間
の
連
携
や
機
能
の
補
完
の
あ
り
方
と

具
体
策
を
検
討
し
、
北
西
部
地
域
の
魅
力
と
価
値
の

向
上
に
つ
な
げ
て
い
く
。　
　
　
　
　
　

（魅
力
創
造
部
長
）

福
田
　
智
恵

（
市
民
連
合
）

質問時間

60分

	　

女
性
特
有
の
健
康
課
題
は
、
ジ※

３

ェ
ン
ダ
ー
主
流
化
の

視
点
か
ら
政
策
に
位
置
づ
け
る
必
要
が
あ
る
。�

　

 

①
健
康
課
題
が
女
性
の
就
業
継
続
な
ど
に
影
響
を

与
え
て
い
る
中
、
市
が
女
性
活
躍
を
推
進
す
る
上
で
健

康
課
題
や
健
康
支
援
を
ど
の
よ
う
に
認
識
・
位
置
づ

け
し
、
女
性
や
若
者
か
ら
選
ば
れ
る
持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
に
つ
な
げ
る
の
か
。�

　

 

②
女
性
の
健
康
は
本
人
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
家

庭
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
や
子
ど
も
の
健
全
育
成
と
も

密
接
に
関
連
し
て
い
る
。
適
切
な
支
援
に
つ
な
げ
る
た

め
の
情
報
提
供
や
相
談
支
援
に
つ
い
て
聞
く
。�

	　

①
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご
と
の
健
康
課
題
の
理
解
促

進
や
適
切
な
対
応
に
つ
な
げ
る
支
援
が
重
要
と
考
え
、

「
女
性
を
は
じ
め
誰
も
が
働
き
や
す
い
環
境
の
整
備
」

を
重
点
施
策
に
位
置
づ
け
て
い
る
。
７
月
か
ら
始
動
す

る

「
女
性
活
躍
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
に
お
い
て
、
フ
ェ

ム
テ
ッ
ク
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
、
「女
性
活
躍
総
合
サ
イ

　
　

ト
」
で
企
業
の
好
事
例
を
紹
介
す
る
な
ど
、
女
性
活

躍
を
よ
り
一
層
推
進
し
て
い
く
。

　
　

  

②
女
性
特
有
の
健
康
課
題
に
対
応
す
る
こ
と
は
、
子

ど
も
の
健
全
育
成
や
女
性
活
躍
の
推
進
に
向
け
て
大

変
重
要
で
あ
る
た
め
、
健
康
課
題
・
支
援
に
関
す
る

講
演
会
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
る
周
知
な
ど
の
ほ
か
、
女

性
相
談
所
に
お
い
て
、
気
軽
に
相
談
が
で
き
る

「
女
性

の
た
め
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談
」
を
７
年
度
か
ら
開
始
し
た
。

今
後
も
全
庁
横
断
的
に
連
携
を
図
り
、
情
報
提
供
や

相
談
支
援
に
努
め
て
い
く
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（市
長
）

岩
井
　
潤
子

（
公
明
党
）

質問時間

40分

	　

市
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
価
値
向
上
と
財
源
確
保
の

た
め
、
ス
ケ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
や
北
西
部
地
域
体
育
施

設
な
ど
に
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
事
業
を
拡
充
し
て
は
。�

	　

広
告
価
値
や
Ｐ
Ｒ
効
果
な
ど
の
観
点
か
ら
、
導
入

対
象
施
設
を
選
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
当
該
施

設
は
、
施
設
の
特
徴
か
ら
導
入
可
能
性
が
あ
る
と
考

え
る
た
め
、
今
後
、
サ

※
４

ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
な
ど
を

実
施
し
な
が
ら
順
次
検
討
を
進
め
て
い
く
。　

（
市
長
）

	　

不
在
者
投
票
の
投
票
用
紙
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
請
求

で
き
る

「
ぴ

※
５

っ
た
り
サ
ー
ビ
ス
」
の
さ
ら
な
る
周
知

に
努
め
、
案
内
を
改
善
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。�

	　

よ
り
多
く
の
方
に

「
ぴ
っ
た
り
サ
ー
ビ
ス
」
に
お

け
る
不
在
者
投
票
の
利
用
方
法
な
ど
を
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
分
か
り
や
す
く
案
内
で
き
る
よ
う
、
掲
載

内
容
を
見
直
す
と
と
も
に
、
市
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
も
情

報
発
信
す
る
な
ど
、
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
に
取
り
組
ん
で

い
く
。　　
　
　
　
　
　
　
　

（
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
）

※ 4　サウンディング調査 ： 事業発案段階や事業化検討段階において、事業内容等に関して、直接の対話により民間事業者の意見や
新たな事業提案の把握等を行うことで、対象事業の検討を進展させるための情報収集を目的とした調査

※ 5　ぴったりサービス ： マイナポータル（国が運営する行政手続のオンライン窓口）による電子申請サービス
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ここがききたい！ 一般質問各議員記事の二次元コードから一般質問動画をご覧になれます

久
保
井
　
永
三

（
清
風
）

質問時間

20分

	　

本
庁
舎
に
お
け
る
、
ハ
ー
ド
面
・
ソ
フ
ト
面
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
の
充
実
に
つ
い
て
聞
く
。�

	　

ハ
ー
ド
面
で
は

「
お
も
い
や
り
駐
車
ス
ペ
ー
ス
」
の

拡
充
、
ソ
フ
ト
面
で
は
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
を
活
用
し
た
案

内
表
示
の
充
実
な
ど
を
図
っ
て
き
た
。
今
後
は
、
利
用

者
の
意
見
を
的
確
に
把
握
し
な
が
ら
、
さ
ら
な
る
バ
リ

ア
フ
リ
ー
の
充
実
に
取
り
組
む
。　
　
　
　
　
　
　

 

（市
長
）

小
室
　
か
な
子

（
共
産
党
）
質問時間

代表質問
30分

　
　
　
　
　
　

	　

国
民
健
康
保
険
の
未
就
学
児
の
均

※
１

等
割
に
つ
い
て
、

負
担
軽
減
が
必
要
で
は
。�

	　

子
育
て
世
帯
の
さ
ら
な
る
経
済
的
負
担
の
軽
減
に
つ

い
て
は
、
国
の
制
度
の
中
で
検
討
さ
れ
る
べ
き
と
考
え

て
い
る
た
め
、
引
き
続
き
、
均
等
割
の
軽
減
割
合
の

拡
大
と
必
要
な
財
源
の
確
保
に
つ
い
て
、
国
へ
要
望
す

る
よ
う
、
全
国
市
長
会
に
働
き
か
け
て
い
く
。

（保
健
福
祉
部
長
）

茂
木
　
祐
佳
里

（
維
新
）
質問時間

代表質問
70分

	　

若
年
層
へ
の
啓
発
事
業
に
つ
い
て�

　

①
ア

※
２

ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
の
解
消
に
向
け
、

一
定
の
理
解
が
進
ん
で
い
る
若
年
層
に
対
し
て
は
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
活
用
し
た
事
例
紹
介
な
ど
、
従
来
と

異
な
る
ア
プ
ロ
ー
チ
も
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。�

　

 

②
闇
バ
イ
ト
の
危
険
性
や
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
な

い
た
め
の
啓
発
に
、
学
校
や
関
係
機
関
と
連
携
し
な

が
ら
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。�

　

 

③
市
が
推
進
す
る
プ

※
３

レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
の

取
り
組
み
の
中
で
、
医
薬
品
の
適
正
使
用
な
ど
に
関

す
る
正
し
い
知
識
の
啓
発
を
図
る
べ
き
で
は
。�

	　

①
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
自
己
実
現
の

あ
り
方
を
実
例
で
紹
介
す
る
動
画
を
掲
載
す
る
ほ

か
、
ア

※
４

コ
ー
ル
な
ど
で
開
催
す
る
講
座
に
お
い
て
、

若
者
が
多
様
な
進
路
や
生
き
方
を
選
択
で
き
る
よ

う
、
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
を
交
え
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

な
ど
を
実
施
し
て
い
く
。       

（
総
合
政
策
部
長
）

  

②
警
察
と
合
同
で
、
動
画
の
作
成
や
街
頭
活
動
の

実
施
な
ど
の
啓
発
活
動
を
行
っ
て
き
た
。
今
後
と
も
、

犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
に
必
要
な
正
し
い
知

識
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
、
学
校
や
警
察
な
ど
関

係
機
関
と
綿
密
に
連
携
を
図
り
、
継
続
的
な
周
知
啓

発
に
取
り
組
ん
で
い
く
。  

（
市
民
ま
ち
づ
く
り
部
長
）

  

③
市
が
独
自
に
作
成
し
た

「
プ
レ
コ
ン
ス
タ
ー
ト

ブ
ッ
ク
」
に
医
薬
品
に
よ
る
健
康
リ
ス
ク
な
ど
を
掲
載

す
る
ほ
か
、
大
学
に
啓
発
ポ
ス
タ
ー
を
掲
出
す
る
な
ど
、

若
年
層
へ
の
周
知
啓
発
を
強
化
す
る
。        

（市
長
）

今
野
　
哲
也

（
自
民
党
）

質問時間

40分

　
　
　
　
　
　

	　

マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
で
、
膨
大
な
医
療
・
健
康

情
報
が
デ
ジ
タ
ル
で
つ
な
が
り
、
医
療
を
発
展
さ
せ
、

「
未
来
の
誰
か
を
救
う
た
め
の
知
恵
に
な
る
」
こ
と

を
、
市
民
へ
積
極
的
に
周
知
す
べ
き
で
は
。�

	　

「
社
会
全
体
の
質
の
高
い
医
療
」
の
実
現
に
向
け
、

マ
イ
ナ
保
険
証
の
メ
リ
ッ
ト
や
利
用
方
法
の
周
知
に
、

8
年
度
は
、
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
を
活
用
す
る
な

	

ど
、
さ
ら
な
る
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
登
録
と
利
用

促
進
に
取
り
組
ん
で
い
く
。     　

（
保
健
福
祉
部
長
）

	　

９
年
度
か
ら
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
の
福

※
５

祉
ポ
イ
ン
ト
付
与
は
タ
ク
シ
ー
利
用
限
定
だ
が
、
運

用
す
る
メ
リ
ッ
ト
や
便
利
な
使
い
方
に
つ
い
て
聞
く
。�

	　

一
度
の
申
請
で
、
翌
年
以
降
は
自
動
的
に
ポ
イ
ン

ト
付
与
が
可
能
と
な
る
ほ
か
、
新
た
な
カ
ー
ド
の
管

	

理
負
担
が
な
く
な
る
。
ま
た
、
例
え
ば
２
名
が
５００
ポ

イ
ン
ト
ず
つ
の
合
算
で
１
０
０
０
ポ
イ
ン
ト
を
利
用

で
き
る
よ
う
な
制
度
設
計
を
進
め
て
い
る
。    

（市
長
）

郷
間
　
康
久

（
市
民
連
合
）

質問時間

40分

　
　
　
　
　
　

	　

消
防
団
の
課
題
解
消
や
将
来
の
あ
り
方
、
組
織
の

再
編
な
ど
に
つ
い
て
議
論
・
検
討
す
る

「
消
防
団
活

性
化
検
討
委
員
会
」を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。�

	　

設
置
に
つ
い
て
は
、
学
識
経
験
者
な
ど
と
の
検
討

結
果
を
踏
ま
え
、
見
極
め
て
い
く
。    

（
消
防
局
長
）

	　

新
産
業
団
地
の
住
宅
エ
リ
ア
の
規
模
や
位
置
の
考

え
方
に
つ
い
て
聞
く
。
ま
た
、
団
地
の
用

※
６

途
地
域
は

工
業
、
準
工
業
、
工
業
専
用
の
い
ず
れ
に
な
る
の
か
。�

	　

居
住
意
向
の
あ
る
権
利
者
へ
の
配
慮
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
維
持
な
ど
の
観
点
か
ら
住
宅
エ
リ
ア
を
設
定

す
る
一
方
で
、
企
業
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
産
業
用
地
の

形
状
な
ど
に
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
課
題
解

決
に
向
け
調
整
を
図
り
、
適
正
な
規
模
や
位
置
と
な

る
よ
う
計
画
し
て
い
く
。
用
途
地
域
は
、
隣
接
す
る

工
業
地
域
と
の
連
続
性
な
ど
を
考
慮
す
る
と
工
業
地

域
が
想
定
さ
れ
る
が
、
今
後
、
詳
細
に
事
業
を
計
画

し
て
い
く
中
で
精
査
し
て
い
く
。　　
　
　

 

（
経
済
部
長
）

6



ここがききたい！ 一般質問 一般質問の内容に関するお問い合わせ先　議会事務局政策調査課 ☎028-632-2611

岡
本
　
源
二
郎

（
自
民
党
）

質問時間

40分

	　

Ｎ
Ｃ
Ｃ
の
推
進
に
つ
い
て
聞
く
。�

   

①
ダ
ン
ト
ー
跡
地
の
活
用
に
向
け
、
今
後
ど
の
よ

う
な
方
向
性
で
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
い
く
の
か
。�

   

②
岡
本
駅
西
土
地
区
画
整
理
事
業
に
お
け
る
、
施

行
期
間
の
延
伸
な
ど
に
至
っ
た
経
験
や
課
題
を
、
今

後
、
ど
の
よ
う
に
活
か
し
、
岡
本
駅
周
辺
の
地
域
拠
点

形
成
を
着
実
に
推
進
し
て
い
く
考
え
な
の
か
。�

	　

①
商
業
・
地
域
サ
ー
ビ
ス
地
区
に
お
け
る
生
活
利

便
施
設
の
充
実
な
ど
、
都
市
機
能
配
置
が
着
実
に
実

行
さ
れ
る
よ
う
、
事
業
者
と
の
綿
密
な
進
捗
確
認
や

事
業
の
進
展
に
必
要
な
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

 　

   

②
本
地
区
特
有
の
課
題
を
踏
ま
え
、
移
転
・
整
備

計
画
の
見
直
し
を
行
う
な
ど
、
一
日
も
早
い
事
業
完

了
に
向
け
取
り
組
ん
で
お
り
、
今
後
も
丁
寧
な
交
渉

を
行
い
な
が
ら
、
よ
り
効
率
的
・
効
果
的
な
整
備
が

行
え
る
よ
う
事
業
を
推
進
し
、
岡
本
駅
周
辺
の
地
域

拠
点
形
成
に
努
め
て
い
く
。　
　

    

（都
市
整
備
部
長
）

原
　
ち
づ
る

（
共
産
党
）

質問時間

40分

	　

５
月
の
突
風
被
害
が
災
害
見
舞
金
の
対
象
に
な
る

こ
と
を
早
々
に
決
定
し
た
よ
う
に
、
見
舞
金
に
つ
い
て

は
、
市
民
に
寄
り
添
っ
た
迅
速
か
つ
柔
軟
な
運
用
を
求

め
る
が
、今
後
の
考
え
方
に
つ
い
て
聞
く
。�

	　

今
後
と
も
「宇
都
宮
市
災
害
見
舞
金
等
支
給
規
則
」

に
基
づ
き
、
お
見
舞
い
の
意
を
表
す
こ
と
を
目
的
と
し
、

被
害
の
状
況
に
応
じ
、
住
家
に
被
害
が
あ
っ
た
世
帯
を

     

対
象
に
迅
速
な
支
給
に
努
め
る
。　
　
　
　
　
　
　

（市
長
）

	　

国
や
県
の
被
災
者
生
活
再
生
支
援
制
度
は
５
月
の

突
風
被
害
は
対
象
外
だ
が
、
他
自
治
体
の
よ
う
に
住

家
の
補
修
に
使
え
る
新
制
度
を
作
り
、
市
民
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
る
こ
と
が
市
の
役
割
と
考
え
る
が
ど
う
か
。�

	　

市
で
は
、
住
家
以
外
の
家
財
ま
で
対
象
を
拡
大
し

た
貸
付
制
度
を
設
け
、
国
・
県
の
制
度
と
組
み
合
わ

せ
て
、
被
災
者
の
生
活
再
建
に
つ
な
げ
て
い
る
。
今
後

は
、
必
要
な
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
国
や
他
自
治

体
の
動
向
な
ど
を
注
視
し
て
い
く
。　　
　
　
　
　

（市
長
）

成
島
　
隆
裕

（
公
明
党
）

質問時間

40分

	　

母
子
や
女
性
に
配
慮
し
た
専
用
避
難
所
の
整
備
に

つ
い
て
、市
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。�

	　

全
て
の
避
難
所
に
、
妊
産
婦
や
乳
幼
児
に
配
慮
し

た
場
所
を
確
保
す
る
ほ
か
、
避
難
所
で
の
生
活
に
つ

い
て
保
育
士
な
ど
に
よ
る
専
門
的
支
援
を
行
う
な
ど
、

母
子
や
女
性
に
配
慮
し
た
環
境
を
整
備
し
て
い
る
。

専
用
避
難
所
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
運
営
状
況
も
踏

ま
え
て
検
討
し
て
い
く
。　
　
　
　
　

 

（行
政
経
営
部
長
）

	　

災
害
時
の
こ
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
確
保
し
、
充
実
さ
せ
て
い
く
の
か
。�

	　

平
時
か
ら
利
用
で
き
る
こ
ど
も
の
居
場
所
は
、
市

内
55
か
所
に
あ
り
、
ま
た
地
域
全
体
で
居
場
所
を
支

援
す
る
体
制
を
構
築
し
て
い
る
。
今
後
は
こ
の
仕
組

み
を
活
か
し
な
が
ら
、
災
害
時
に
円
滑
に
開
設
・
運

営
で
き
る
よ
う
、
事
例
集
を
活
用
し
研
修
を
行
う
な

ど
、
子
ど
も
の
状
況
に
応
じ
た
適
切
な
支
援
が
行
え

る
居
場
所
の
確
保
・
充
実
に
努
め
る
。（
子
ど
も
部
長
）

保
坂
　
栄
次

（
未
来
）

質問時間

20分

	　

Ｌ
Ｒ
Ｔ
事
業
に
係
る
更
新
費
用
や
維
持
管
理
費
の

長
期
的
な
見
通
し
を
明
ら
か
に
し
、
将
来
の
財
政
負
担

に
つ
い
て
市
民
に
分
か
り
や
す
く
公
表
し
て
は
。�

	　

駅
東
側
で
の
実
績
を
踏
ま
え
、
軌
道
施
設
な
ど
の

修
繕
・
更
新
計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
将

来
の
更
新
費
用
や
維
持
管
理
費
用
の
見
通
し
に
つ
い

て
、
今
後
示
し
て
い
く
。　
　
　
　
　
　
　
　

（建
設
部
長
）

※
１　

均
等
割
：
個
人
の
所
得
な
ど
に
関
わ
ら
ず
、
一
定
の
金
額
を
全

員
が
均
等
に
負
担
す
る
税
金
の
仕
組
み
の
こ
と

※
２　

ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
バ
イ
ア
ス
：
無
意
識
の
思
い
込
み
、
偏
見
の
こ
と

※
３　

プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
：
「
性
別
を
問
わ
ず
、
適
切
な
時
期

に
、
性
や
健
康
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
持
ち
、
妊
娠
・
出
産

を
含
め
た
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン

（
将
来
設
計
）
や
将
来
の
健
康
を

考
え
て
健
康
管
理
を
行
う
」
概
念

※
４　

ア
コ
ー
ル
：
市
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
の
愛
称
。
男
女

共
同
参
画
推
進
の
拠
点
と
し
て
、
講
座
や
研
修
会
の
開
催
な

ど
を
行
っ
て
い
る
。

※
５　

福
祉
ポ
イ
ン
ト
：
バ
ス
や
地
域
内
交
通
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
乗
車
運
賃
と

し
て
利
用
で
き
る
ポ
イ
ン
ト

※
６　

用
途
地
域
：
住
居
、
商
業
、
工
業
な
ど
市
街
地
の
大
枠
と
し
て

の
土
地
利
用
を
定
め
る
も
の
で
、
用
途
地
域
が
指
定
さ
れ
る
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
に
応
じ
て
、
建
て
ら
れ
る
建
物
の
種
類
が
決

め
ら
れ
る
。
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定例会の概要

総務常任委員会 付託案件　14件

付託案件　3件

子ども教育常任委員会 付託案件　2件

厚生常任委員会

平成21年から「司法修習生採用選考審査基準」に国籍条項が無くなり、現在、外国籍の人でも司法修習生になれ、日本の弁護士

になることができる。外国籍の人が日本の弁護士になったら、立場を利用して、日本人に不利益になる対応をする可能性が十分あ

り、国家安全保障に関わる重大な問題だと考えることから、「司法修習生採用選考審査基準」に国籍条項を設けることを求める意見

書を国に提出するよう陳情する。

「司法修習生採用選考審査基準」に国籍条項を設けることを求める意見書提出に

関する陳情（陳情第６５号）

審査で出た意見

・　司法修習生については最高裁判所が採用主体であり、国の判断に基づいて整備されるものであると考える。

・　一定の要件を満たした外国籍者への弁護士資格の取得が認められている一方、裁判官や検察官においては公務員としての任用に

関する考え方から外国籍者は就任できないものとされている。一律に司法修習生への採用を制限することは慎重であると考える。

最高裁判決を踏まえた生活保護費の追加給付に伴い、生活保護費及び生活保護事務費を増額するもの

８年度一般会計補正予算（第１号）（議案第83号）

審査で出た意見

・　生活保護の方たちに対して、本来支給されるべきものが、今回、最高裁の判決を受け支給されることはとてもよかったと考える一方

で、最高裁の決定の約半額程度にとどまっている点は非常に不十分であり、判決に従って速やかに全額支給すべきであると考えるこ

とから、この議案に対しては反対である。

県内医療機関を対象に実施した経営アンケートから、現場では人件費や物価高騰に十分対応できていない状況が見受けられる。

また、医師・看護師不足が続いており、地域にとって不可欠な医療機能の維持に影響が及ぶことが懸念される。さらに、近年、看護

学校への入学者数が減少傾向にあり、今後、現場の人材不足と養成数減少が同時進行すれば、地域医療・介護の維持がより困難に

なる可能性がある。ついては、地域医療・介護提供体制の維持に向けた支援を求める意見書を国に提出するよう陳情する。

医療・介護提供体制の維持に向けた意見書提出を求める陳情書（陳情第６４号）

審査で出た意見

・　医療機関や介護事業所の倒産は市民の命や暮らしに直結する重大な問題であり、全国知事会や市長会なども提言を行っており、市

議会としても、住民福祉の向上のため国に意見をあげることは重要であるため、この陳情は採択したい。　

・　国で医療報酬改定の基本方針が示されるとともに、介護分野に関しても処遇改善に向けて必要な対応が始められているなど、賃上

げ余力の回復確保のための特例的な対応を含む必要な措置を講じており、医療介護分野の賃上げや経営支援等の措置といった地

域医療・介護提供体制の維持に向けた支援の実現に向け、動き出している状況にあると考えるため、陳情は不採択としたい。

現行の障がい児福祉では、障がい児の障がいの重さではなく親の所得により、各種手当の所得制限及び障がい児福祉サービス

の利用者負担区分が個別に設定され、手当の支給がない家庭にさらに追い打ちをかけるように利用料金が高くなる状況にある。

ついては、特別児童扶養手当及び障がい児福祉手当の所得制限対象者を救済するための支援を創設することなど、２項目につ

いて陳情する。

特別児童扶養手当及び障がい児福祉手当が所得制限されている家庭への

救済措置を求める陳情（陳情第６２号）

審査で出た意見

・　これまでも本市は障がい児を扶養する世帯への支援を進めてきたが、今回指摘されているような制度のはざまに置かれた世帯

への支援を検討することは、子育てしやすいまちを掲げる本市の姿勢にも合致している。この陳情は、過度な制度変更を求めるも

のではなく、現実に存在する生活のゆがみに対する現実的な補完であり、ヤングケアラーの未然防止や教育機会の確保に資する

ものであると考えることから、この陳情は採択したい。

・　現行制度において、障がい児への手当は生活の安定に寄与するよう必要の範囲で支給するという趣旨で運用されていることか

ら、この陳情は不採択としたい。

全会一致で不採択

起立採決⇒可決

起立採決⇒不採択

起立採決⇒不採択

9

常任委員会などの主な審査 ここがききたい！ 一般質問各議員記事の二次元コードから一般質問動画をご覧になれます

出
井
　
昌
子

（
緑
）

質問時間

20分

	　

ク
マ
が
出
没
し
、
確
保
ま
で
に
約
２
日
要
し
た
要

因
を
ど
う
分
析
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
今
後
に
向
け

ど
の
よ
う
な
課
題
や
改
善
点
を
認
識
し
て
い
る
の
か
。�

	　

常
に
危
険
を
伴
っ
た
探
索
で
あ
り
、
夜
間
に
想
定

よ
り
早
く
広
範
囲
に
移
動
し
、
確
認
が
難
航
し
た
。

今
後
は
即
時
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
体
制
の
充
実
強

化
と
職
員
の
安
全
確
保
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
　

（
経
済
部
長
）

河
田
　
敦
史

（
参
政
党
）

質問時間

20分

	　

市
職
員
の
採
用
に
つ
い
て
、
今
後
、
障
が
い
の
種
別

に
関
係
な
く
、受
験
機
会
を
広
げ
て
い
く
の
か
。�

	　

障
が
い
者
本
人
と
受
け
入
れ
る
所
属
の
双
方
が
安

心
し
て
働
け
る
職
場
環
境
が
整
っ
て
き
た
と
考
え
て
い

る
こ
と
か
ら
、
知
的
障
が
い
者
や
精
神
障
が
い
者
を

正
規
職
員
の
障
が
い
者
採
用
試
験
の
対
象
に
加
え
、

９
年
度
か
ら
の
試
験
実
施
に
向
け
準
備
し
て
い
く
。

　

（
市
長
）

若
林
　
芽
育

（
自
民
党
）

質問時間

60分

	　

宇
都
宮
美
術
館
を
軸
に
、
ア
ー
ト
や
自
然
と
触
れ

合
う
こ
と
で
心
身
を
癒
す
、
文

※
１

化
的
処
方
の
取
り
組

み
を
進
め
て
は
ど
う
か
。�

	　

５
月
に
宇
都
宮
市
医
師
会
よ
り
、
文
化
的
処
方
の

モ
デ
ル
事
業
の
実
施
に
つ
い
て
提
案
が
あ
っ
た
。
美

術
館
が
健
康
的
な
社
会
づ
く
り
に
つ
な
が
る
こ
と
、

施
設
の
付
加
価
値
向
上
や
新
た
な
交
流
の
場
と
し
て

の
活
用
な
ど
が
期
待
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、

市
医
師
会
と
意
見
交
換
を
進
め
て
い
く
。　
　

（
市
長
）

	　

単
身
高
齢
世
帯
が
増
加
し
、
ペ
ッ
ト
の
諸
問
題
も
深

刻
化
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
さ
ら
に
動
物
愛
護
を
進
め

る
た
め
、福
祉
の
観
点
か
ら
も
取
り
組
ん
で
は
。�

	　

８
年
度
新
た
に
作
成
し
た
不
妊
去
勢
手
術
の
必
要

性
な
ど
を
ま
と
め
た

「
サ
ポ
ー
ト
ガ
イ
ド
」
を
飼
い

主
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
配
布
し
、
福

祉
的
な
支
援
が
必
要
な
飼
い
主
の
早
期
発
見
に
向
け

た
早
期
介
入
に
つ
な
げ
る
こ
と
で
、
動
物
愛
護
を
よ

り
一
層
推
進
し
て
い
く
。　

    　
　

（
保
健
福
祉
部
長
）

	　

小
中
学
校
の
盗
撮
防
止
対
策
に
つ
い
て
、「
子
ど
も

性
暴
力
防
止
法
」
の
施
行
が
１２
月
に
迫
る
中
、
小
中
学

校
で
は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
進
め
る
の
か
。�
	　

児
童
生
徒
が
安
心
し
て
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
校
内
の
環
境
整
備
に
努
め
て
い
る
。

今
後
、
法
の
施
行
を
見
据
え
、
従
来
の
取
り
組
み
を

着
実
に
推
進
し
、
実
効
性
を
さ
ら
に
高
め
る
た
め
、

盗
撮
カ
メ
ラ
探
知
機
を
購
入
し
、
不
祥
事
の
根
絶
に

向
け
た
取
り
組
み
を
一
層
強
化
す
る
。　
　

（
教
育
長
）

小
林
　
紀
夫

（
自
民
党
）

質問時間

60分

	　

地
方
創
生
の
成
功
モ
デ
ル
で
あ
る
プ

※
２

レ
ス
ト
ン
モ

デ
ル
に
つ
い
て
、
市
も
検
討
す
る
価
値
が
あ
る
と
思

う
が
、
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
考
え
て
い
く
の
か
。�

	　

市
に
お
い
て
も
、
「
地
域
経
済
の
好
循
環
」
の
創
出

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
市
の
考
え
方
と
共
通
す
る
部

分
が
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。
地
域
経
済
の
さ
ら
な
る

好
循
環
の
創
出
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
た
め
、
好
事

例
と
し
て
参
考
に
し
な
が
ら
、
施
策
・
事
業
へ
の
反

映
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
市
長
）

	　

地
※
３

域
医
療
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
市
の
役
割
と

し
て
、
市
の
医
療
を
市
民
全
体
で
支
え
る
と
い
う
意

識
の
醸
成
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。�

	　

保
健
衛
生
審
議
会
で
の
議
論
や
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

な
ど
の
意
見
を
踏
ま
え
、
計
画
に
お
い
て
、
市
民
に

求
め
ら
れ
る
役
割
や
行
動
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

市
民
全
体
で
地
域
医
療
を
支
え
る
と
い
う
意
識
の
醸

成
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
出
前
講
座
な
ど
の

機
会
を
活
用
し
た
情
報
発
信
に
努
め
る
。    

（
市
長
）

	　

ス
※
４

マ
ー
ト
シ
ュ
リ
ン
ク
は
、
Ｎ
Ｃ
Ｃ
の
ま
ち
づ
く
り

を
実
現
す
る
た
め
の
賢
い
戦
略
で
あ
る
と
考
え
る

が
、市
と
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
聞
く
。�

	　

本
市
で
は
人
口
減
少
を
見
据
え
、
ス
マ
ー
ト
シ
ュ

リ
ン
ク
の
考
え
の
も
と
、
全
国
に
先
駆
け
て
Ｎ
Ｃ
Ｃ

を
将
来
の
都
市
の
姿
に
位
置
づ
け
、
地
域
特
性
を
踏

ま
え
た

「
拠
点
化
」
と
交
通
の

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
」

を
進
め
て
き
た
。
今
後
も

「
選
択
と
集
中
」
を
徹
底

し
、
Ｎ
Ｃ
Ｃ
形
成
を
加
速
化
さ
せ
て
い
く
。　

（
市
長
）

※
１　

文
化
的
処
方
：
体
調
不
良
に
対
し
て
薬
を
処
方
す
る
の
と
同
じ

よ
う
に
、
文
化
芸
術

（
ア
ー
ト
）
を
処
方
す
る
こ
と
で
、
個
人

の
心
の
安
定
と
社
会
的
つ
な
が
り
を
促
進
し
よ
う
と
す
る
取
組

※
２　

プ
レ
ス
ト
ン
モ
デ
ル
：
イ
ギ
リ
ス
プ
レ
ス
ト
ン
市
に
お
け
る
地
方
創

生
の
モ
デ
ル
。
公
的
機
関
に
よ
る

「地
域
内
調
達
」
の
推
進
や
、

生
活
の
質
を
維
持
す
る
た
め
、
独
自
の

「
生
活
賃
金
」
の
考
え

方
を
取
り
入
れ
、
地
域
内
で
生
み
出
さ
れ
た
所
得
・
雇
用
な
ど

の
富
の
循
環
や
労
働
者
の
所
得
向
上
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
地

域
経
済
の
好
循
環
と
持
続
的
な
発
展
を
目
指
す
取
り
組
み
。

※
３　

地
域
医
療
計
画
：
医
療
提
供
体
制
の
中
長
期
的
な
目
標
や
最
適

な
施
策
を
定
め
る
市
独
自
の
計
画
。

※
４　

ス
マ
ー
ト
シ
ュ
リ
ン
ク
：
人
口
減
少
社
会
に
お
い
て
、
規
模
を
縮

小
さ
せ
な
が
ら
も
、
住
民
の
利
便
性
や
幸
福
度
な
ど
を
維
持
す

る

「賢
く
縮
む
」
ま
ち
づ
く
り
の
考
え
方
の
こ
と
。
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定例会の概要

総務常任委員会 付託案件　14件

付託案件　3件

子ども教育常任委員会 付託案件　2件

厚生常任委員会

平成21年から「司法修習生採用選考審査基準」に国籍条項が無くなり、現在、外国籍の人でも司法修習生になれ、日本の弁護士

になることができる。外国籍の人が日本の弁護士になったら、立場を利用して、日本人に不利益になる対応をする可能性が十分あ

り、国家安全保障に関わる重大な問題だと考えることから、「司法修習生採用選考審査基準」に国籍条項を設けることを求める意見

書を国に提出するよう陳情する。

「司法修習生採用選考審査基準」に国籍条項を設けることを求める意見書提出に

関する陳情（陳情第６５号）

審査で出た意見

・　司法修習生については最高裁判所が採用主体であり、国の判断に基づいて整備されるものであると考える。

・　一定の要件を満たした外国籍者への弁護士資格の取得が認められている一方、裁判官や検察官においては公務員としての任用に

関する考え方から外国籍者は就任できないものとされている。一律に司法修習生への採用を制限することは慎重であると考える。

最高裁判決を踏まえた生活保護費の追加給付に伴い、生活保護費及び生活保護事務費を増額するもの

８年度一般会計補正予算（第１号）（議案第83号）

審査で出た意見

・　生活保護の方たちに対して、本来支給されるべきものが、今回、最高裁の判決を受け支給されることはとてもよかったと考える一方

で、最高裁の決定の約半額程度にとどまっている点は非常に不十分であり、判決に従って速やかに全額支給すべきであると考えるこ

とから、この議案に対しては反対である。

県内医療機関を対象に実施した経営アンケートから、現場では人件費や物価高騰に十分対応できていない状況が見受けられる。

また、医師・看護師不足が続いており、地域にとって不可欠な医療機能の維持に影響が及ぶことが懸念される。さらに、近年、看護

学校への入学者数が減少傾向にあり、今後、現場の人材不足と養成数減少が同時進行すれば、地域医療・介護の維持がより困難に

なる可能性がある。ついては、地域医療・介護提供体制の維持に向けた支援を求める意見書を国に提出するよう陳情する。

医療・介護提供体制の維持に向けた意見書提出を求める陳情書（陳情第６４号）

審査で出た意見

・　医療機関や介護事業所の倒産は市民の命や暮らしに直結する重大な問題であり、全国知事会や市長会なども提言を行っており、市

議会としても、住民福祉の向上のため国に意見をあげることは重要であるため、この陳情は採択したい。　

・　国で医療報酬改定の基本方針が示されるとともに、介護分野に関しても処遇改善に向けて必要な対応が始められているなど、賃上

げ余力の回復確保のための特例的な対応を含む必要な措置を講じており、医療介護分野の賃上げや経営支援等の措置といった地

域医療・介護提供体制の維持に向けた支援の実現に向け、動き出している状況にあると考えるため、陳情は不採択としたい。

現行の障がい児福祉では、障がい児の障がいの重さではなく親の所得により、各種手当の所得制限及び障がい児福祉サービス

の利用者負担区分が個別に設定され、手当の支給がない家庭にさらに追い打ちをかけるように利用料金が高くなる状況にある。

ついては、特別児童扶養手当及び障がい児福祉手当の所得制限対象者を救済するための支援を創設することなど、２項目につ

いて陳情する。

特別児童扶養手当及び障がい児福祉手当が所得制限されている家庭への

救済措置を求める陳情（陳情第６２号）

審査で出た意見

・　これまでも本市は障がい児を扶養する世帯への支援を進めてきたが、今回指摘されているような制度のはざまに置かれた世帯

への支援を検討することは、子育てしやすいまちを掲げる本市の姿勢にも合致している。この陳情は、過度な制度変更を求めるも

のではなく、現実に存在する生活のゆがみに対する現実的な補完であり、ヤングケアラーの未然防止や教育機会の確保に資する

ものであると考えることから、この陳情は採択したい。

・　現行制度において、障がい児への手当は生活の安定に寄与するよう必要の範囲で支給するという趣旨で運用されていることか

ら、この陳情は不採択としたい。

全会一致で不採択

起立採決⇒可決

起立採決⇒不採択

起立採決⇒不採択

9

常任委員会などの主な審査常任委員会などの主な審査
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環境経済常任委員会 付託案件　3件

建設常任委員会 付託案件　6件

宇都宮指令廃政第142号及び第15号の許可事業により、農地が変貌し、雑草の繁茂や用排水路管理などに不便をきたしてい

る。また、事業区域外の用水路が土砂で埋め立てられ水稲の作付が困難な被害が発生している。

ついては、上記の問題が発生している事、解決までに時間を要す事を踏まえ、いま一度、標記条例の許可のあり様を見直し改善

することなど、7項目について陳情する。

「宇都宮市土砂等の埋立て等による土壌の汚染及び災害の発生の防止に関する条例」による

市街化調整区域農地への土砂埋立て許可業務の改善に関する陳情（陳情第６１号）

審査で出た意見

・　市は条例に基づき、許可基準への適合確認はもとより関係法令への対応状況も確認した上、許可を行っており、事業開始後につ

いても立入検査や必要な指導を実施している。　また、関係部局と連携し、農地転用や法定外公共物の手続き状況の確認を行って

おり、現行条例のもとで適切な運用が図られていると考えることから、本陳情は不採択としたい。

・　事業者の度重なる不適切な行為が続いたことから、今後、定期的に現状の確認を行うなど、当該特定事業の適正管理に努めてい

ただきたい。

７年度包括外部監査報告書において、宇都宮芳賀ライトライン（LRT）事業は、大規模事業であることを踏まえ、多角的な観点か

ら検証の必要性が指摘されている。

JR宇都宮駅西側への延伸計画も進められており、今後さらに多額の財政支出が見込まれる中、市民に対する十分な情報公開と、

客観的かつ継続的な検証体制の確立が重要である。

ついては、包括外部監査報告書において指摘された事項について十分な検証を行い、その結果を市民に公表することなど、２項

目について陳情する。

ライトライン（LRT）事業に関する包括外部監査報告書を踏まえた検証及び

結果の公表を求める陳情（陳情第６８号）

審査で出た意見

・　外部監査において、１５項目もの指摘がなされたことは、重く受け止めるべきであり、市民が事業の進め方や公金の執行につい

て不安を抱くことも十分理解できる。外部監査は一つのゴールではなく改善のスタートであると認識しており、市民の信頼を回復

するためには、執行部による改善だけではなく、議会としても、不断の検証と説明責任を果たしていくことが不可欠であると考える

ことから、この陳情は採択したい。

・　市では、監査結果に対し、毎年度、十分な検証を行い、改善措置を翌年３月に公表しており、今回の指摘に対しても、十分な検証を

行い、改善措置を来年３月に市民へ公表することとなっている。また、一般質問において、「現在、駅東側における実績を踏まえた

軌道施設等の維持修繕や、更新計画の策定に取り組んでおり、将来の更新費用や維持管理費用の見通しなどについて、今後示し

ていく」との答弁があったことから、陳情の願意は達成されていると判断し、この陳情は不採択としたい。

政治家の寄附禁止政務活動費収支報告書を公開

議会体験を実施しています～今回の表紙写真～

▲質問、 答弁を体験する様子 ▲採決を体験する様子▲議会について説明を聞く様子

市議会の仕組みや役割を理解し、 関心を持ってもらうため、 市内の小学生から高校生を対象に実際の会議の流れ

が体験できる 「議会体験」 を行っています。 ５月 ・ ７月には１４校、 約７００人の児童が参加しました。 　

「市議会で行う会議の流れが理解できた」、 「実際の議員さんが行う会議を傍聴したいと思った」 などの声をいただ

いております。

　今回の表紙写真には、 子どもたちが元気に、 真剣に取り組む様子の写真を掲載しています！

全会一致で不採択

起立採決⇒不採択

議会運営委員会 付託案件　1件

宇都宮市議会議長は、「宇都宮市議会倫理委員会の設置を取りやめることを求める申し入れ」に対し、申し入れに署名した37名

の自治体議員が所属する各議会に「不当な倫理委員会と考えた理由」を聞き取りするよう求める文書を発送した。

この照会行為は、地方自治法に定められた調査権を逸脱し、議会の独立性および議員個人に保障されている憲法上の自由を侵

害する行為である。また、このような照会が行われることで、萎縮効果が生じ、議員の自由な政治活動を妨げる危険性がある。

ついては、「照会行為」を撤回し、第三者委員会を設置し今回の行為を検証することを陳情する。

宇都宮市議会議長による他自治体議員への照会行為の撤回と検証を求める陳情

（陳情第６７号）

審査で出た意見

・　議会の運営や議員の規律に関する事項は、地方自治法及び議会基本条例に基づき、議会自らが主体的に判断すべき内部事項で

あり、倫理委員会の設置やその手続きの妥当性についても、議会固有の権限に基づき、内部の手続きを経て、検証されるべきもの

であるため、外部からの陳情によって議会の判断を拘束することは、議会の自立権の観点からも適当ではないと考える。また、議

長が行った照会は任意協力を前提とした事実確認であり、回答義務や不利益は生じることはなく、地方自治法に定める調査権の

行使には該当せず、同法の範囲を逸脱するという指摘にも当たらないと考えるため、この陳情は不採択としたい。

全会一致で不採択

　公職選挙法の規定により、 政治家が選挙区内で

お金や物などの寄附をすることは禁止されておりま

す （親族に対するものなどは除かれます）。

　主な事例は次のとおりです。

◎お中元やお歳暮、 葬式の花輪や供花、 初盆の

お供物などを贈ること

◎地域運動会などの各種行事に金品を贈ること　など

　また、 有権者が寄附を求めることも禁止されてい

ます。 市民の皆様のご理解をお願いいたします。

　政務活動費とは、 議員の調査研究活動に必要な

経費の一部を助成するものです。 市議会では、 会

派ごとの収支報告書や領収書などをホームページ

で公開しています。

　また、 市役所１階の行政情報センターで写しを閲

覧いただけます。 詳しい閲覧の方法については、

ホームページなどでご確認ください。

井上咲楽のサクサク！
うつのみや市議会

放送日

８月の放送では、井上咲楽さんが「農業の担

い手支援」について調査します！ぜひご覧く

ださい！

8月26日（水）午後8時～

8月29日（土）午前10時30分～

8月31日（月）午前7時15分～

とちぎテレビで

放送！

政策討論のテーマが決定しました

宇都宮市議会では、常任委員会ごとに政策討論を実施し

ています。政策討論は、議員相互の合意形成や、政策立案能

力などのさらなる資質向上を図ることを目的に、決定したテー

マについて、各委員が積極的に情報収集をし、委員間での自

由討論を行うものです。

８年度の各常任委員会の政策討論のテーマは次のとおり

です。

・宿泊税について

・地方公務員の人材確保について
総務常任委員会

・子どもの幸せな育ちについて子ども教育常任委員会

・まちなか観光の推進について

・持続可能な農業振興について
環境経済常任委員会

・中心市街地の在り方について建設常任委員会

厚生常任委員会 ・多文化共生について

詳しくはこちら▶

1011
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環境経済常任委員会 付託案件　3件

建設常任委員会 付託案件　6件

宇都宮指令廃政第142号及び第15号の許可事業により、農地が変貌し、雑草の繁茂や用排水路管理などに不便をきたしてい

る。また、事業区域外の用水路が土砂で埋め立てられ水稲の作付が困難な被害が発生している。

ついては、上記の問題が発生している事、解決までに時間を要す事を踏まえ、いま一度、標記条例の許可のあり様を見直し改善

することなど、7項目について陳情する。

「宇都宮市土砂等の埋立て等による土壌の汚染及び災害の発生の防止に関する条例」による

市街化調整区域農地への土砂埋立て許可業務の改善に関する陳情（陳情第６１号）

審査で出た意見

・　市は条例に基づき、許可基準への適合確認はもとより関係法令への対応状況も確認した上、許可を行っており、事業開始後につ

いても立入検査や必要な指導を実施している。　また、関係部局と連携し、農地転用や法定外公共物の手続き状況の確認を行って

おり、現行条例のもとで適切な運用が図られていると考えることから、本陳情は不採択としたい。

・　事業者の度重なる不適切な行為が続いたことから、今後、定期的に現状の確認を行うなど、当該特定事業の適正管理に努めてい

ただきたい。

７年度包括外部監査報告書において、宇都宮芳賀ライトライン（LRT）事業は、大規模事業であることを踏まえ、多角的な観点か

ら検証の必要性が指摘されている。
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審査で出た意見
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▼

ご意見はこちらから

　

　 今後の紙面づくりの参考にするため、

ご意見やご感想を募集しております。

　右記の二次元コードからお気軽に

お寄せください！

皆様からのご意見、感想をお寄せください

「あなたと市議会」が優秀賞を受賞!～中核市議会議長会議会報コンクール～
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※上記日程は変更になる可能性があります。

9 月定例会の日程（予定）

8月27日（木）

9月2日（水）、3日（木）
7日（月）、8日（火）

午前10時

〃

本会議開会

一般質問

１４日（月）～１８日（金） 〃
決算審査特別委員会・

企業会計決算審査
特別委員会

10日（木）、11日（金） 〃各常任委員会

10月1日（木） 〃本会議閉会

内　容 時　刻月　日

４月に埼玉県川越市で開催された、 中核市議会議長会 第２１回議会報コンクールで、 「あなたと市議会２００号

（７年４月３０日発行）」 が優秀賞を受賞しました。

審査員からは、 「創刊５０年、 ２００号を記念して、 表紙に４５人の顔写真を使って紹介している点がユニーク」 な

どの評価をいただきました。

今後も、 市民のみなさまに親しまれる、 分かりやすく読みやすい議会広報紙の作成に取り組んでまいります！
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、
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

菅
原 

一
浩 

議
員

｟自

民
党
｠
は
、
４
月
２０
日

に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

享
年
６２
歳
で
し
た
。

スマートフォンやタブレットでも広報紙を見ることができます！

トチギ
イーブックス

あ な た と 市 議 会 　 主 な 目 次

優秀賞を受賞した２００号は、

こちらからご覧いただけます！

▲議長が表彰状を受け取る様子

▲議会体験の様子 （西小学校）

▲横川中央小学校のみなさん

▲授与された賞状と記念品

定例会の概要 ❷

ここがききたい！一般質問 ❹

議会のニュース ⓫

常任委員会などの主な審査 ❾

令和8年7月31日

2 0 2 6
No.

205 12月

定例会は
年に4回

6月

3月

9月

HP/ 宇都宮市議会

WEBでも情報発信中！

発行/宇都宮市議会
〒320-8540
栃木県宇都宮市旭1丁目1番5号

編集/宇都宮市議会　広報広聴委員会
電話：028-632-2611

議会のニュース
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